
加藤会計通信 

あけましておめでとうございます。米国によるベネズエラ空爆で、緊迫した雰

囲気の新年となりました。穏やかな年になるように祈るばかりです。 

紅白歌合戦 

大晦日は、こたつで紅白歌合戦を見ました。前半に出てきた歌手の名前はほと

んど分かりませんでしたが、凝った演出と切れの良いダンスをそれなりに楽し

むことができました。中盤はだんだんと知っている歌手が登場し、安心して見

られるようになり、後半になると、懐かしい面々が登場してきて、心に染みる

懐かしい歌を聞かせてくれました。終盤になると、今年も終わりだな～と、し

みじみとした気持ちになるのは不思議なものです。 

子どものころ、家族で見ていた時分には後半の演歌が始まると、舟をこいでい

たものですが、今では終盤に感動するようになりました。当時の祖父母の気持

ちがわかるようになり、自分の重ねた年齢についても、しみじみとした気持ち

になる大晦日でした。 

驚かされたのは、ベテラン歌手たちの若々しさです。郷ひろみは７０歳、矢沢

永吉は７６歳、最年長は堺正章の７９歳だそうです。元気に歌って踊る姿を見

ると、まだまだ自分は甘い、と反省してしまいます。同世代の方々は、その姿

に勇気をもらうのではないでしょうか。 

出演回数のトップは、石川さゆりの４８回だそうです。私が物心つく頃から「天

城越え」と「津軽海峡・冬景色」を歌い続けているような気がしますが、見事

な歌唱力で聞くたびに心に染みるのは、本人の絶えざる努力の賜物なのだと思

います。 

新しい年が始まりました。紅白歌合戦のように決算も毎年やってきます。加藤

会計事務所も、絶えざる努力で、紅白常連歌手のように期待を裏切らない仕事

をしていきたいと思っております。今年もどうぞよろしくお願い致します。 
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今年も確定申告の季節がやってまいりました。お早目の資料のご準備をよろし

くお願い致します。 

高圧経済 

 

高市首相の「責任ある積極財政」という言葉をよく聞くようになりました。 

明確な定義は無いようですが、行き過ぎた緊縮財政は止めて、未来に向けて投

資をします。投資をすることで、経済が活性化して自然に税収が増えます。だ

から増税しなくても大丈夫です、といった政策のようです。 

 

素朴な疑問は、その投資によって本当に経済が成長するのか、ということです。

もしその投資が空振りに終わったとき、どうなるのか。減税や投資を伴う積極

財政は、有権者に対して受けが良いですが、経済成長という成果がでるのはし

ばらく先です。見えない先に対して「責任ある」とは、矛盾しているようにも

思えます。 

 

確かに、今まで増え続ける借金に対して有効な手を打つことができなかったの

だから、新たなアプローチが必要なのだと思います。また、ここ数年は物価の

上昇に伴い、名目 GDPと税収は増え続けており、GDP比で見た借金は安定してい

るのも事実です。 

積極財政によって需要を引き上げ、政策的に物価上昇を作り出すことを、「高

圧経済」と呼ぶそうです。人手不足の状況を続けることで、賃金が上昇する。

賃金が上昇することで、生産性向上のための投資が促される。さらには生産性

のより高い高賃金の産業に転職が進み、国全体としての生産性が向上する。そ

の結果、経済成長して税収が増える、といった考え方です。 

 

増え続ける借金をどうやって返済していくのか、という大きな問題に対して、

今までは支出を抑えて地道に返済する、という常識的な方法で対応していたの

を、これからは経済自体を大きくして、これに対応する、という考え方に世の

中全体が変化しつつあるように感じております。ちょっと怖いな、と思ってし

まうのは、私が会計士だからでしょうか。 
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税金をなぜ払うのか 

 

私たちは、税金をなぜ払うのでしょうか。 

憲法で定められた国民の義務だから、と言ってしまえばそれまででしょうか。

払わないでいると、重い罰を受けます。 

 

では、罰せられないのであれば、税金を払わないのかというと、そうでもなく

て、サービスの対価だから、という考え方もあります。道路や橋を無料で使え

るのは税金のおかげです。小学校、中学校に無償で通えるのは税金のおかげ。

夜道を安全に歩けるのも、税金のおかげです。これらサービスの対価(税金)を

払うのは当たり前のように思えます。 

 

でも、サービスの対価であるならば、人によって支払う額が違いすぎるのでは

ないか、という反論があります。確かにそうでして、累進課税といって、日本

では所得の多い方が税金を多く払う仕組みになっております。税金はそれぞれ

の支払能力に応じて支払うことが公平である、という考え方によるものです。

確かにその通りであるとは思います。 

 

ジニ係数という指標があります。 

社会における格差を 0～1 の数値で表す指標で、0 に近づくほど平等、1 に近づ

くほど格差が大きいことになります。ジニ係数が 0.4を超えると警戒が必要で、

暴動や騒乱が起きる可能性が高まるのだそうです。日本の再分配前のジニ係数

は 0.58 ですが、税金や社会保険による再分配後は 0.38 となります。税金等に

よる再分配によって社会が安定している、という側面もあります。 

 

租庸調の時代とは違い、税法は、私たちが選挙における投票を通して変えるこ

とができます。それでも、お上に召し上げられる、という感覚が強いのは、政

治への無関心や無力感が原因なのかもしれません。 

私がたまにお手伝いする、小学校の租税教室では、「税金は社会をつくる会費」

と教えております。小学生たちは、キラキラした目で、頷いておりました。 
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手取り 

 

イラン戦争に伴う石油ショックで、また様々なモノの価格が上がりそうです。

これまで、あらゆる企業が賃上げ努力をしているところでありますが、税金や

社会保険料の負担のために、肝心な手取りが思ったよりも増えないことに、徒

労感を感じている方もいらっしゃるように思います。 

 

 小手先の対応かもしれませんが、令和 8 年 4 月 1 日より、食費の負担につい

ての非課税枠が拡大されます。勤務中の食費の一部を会社が負担することで、

実質的な賃上げとなると同時に、税や社会保険料の負担なく手に届くことから、 

手取り問題を少し和らげる効果があります。 

 これまでは、会社負担の限度額が月額 3,500 円でしたが、令和 8 年 4 月 1 日

以後に支給する食事については、月額 7,500 円に引き上げられます。ただし、

非課税枠を適用するためには、下記の要件がありますので、ご注意下さい。 

 
 役員又は使用人が使用者から食事の現物支給を受ける場合、次の２つの要件

を満たすときは、当該役員又は使用人が食事の支給により受ける経済的利益は

ないものとされています（所得税基本通達 36－38の２）。 

① 当該役員又は使用人から実際に徴収している対価の額が、当該食事の価額

の 50％相当額以上であること。 

② 当該食事の価額からその実際に徴収している対価の額を控除した残額が月

額 7,500円以下であること。 

 

注意すべき点は、あくまでも現物支給であるという点です。現金で支給する

と非課税になりません。弁当等を会社が一旦購入して、その一部を従業員が負

担する、という流れが必要です。また、最近ではチケットレストラン等の外部

サービスを利用する方法もあります(コンビニ等を利用できて便利ですが、手数

料が掛かります)。 

デメリットは、規程を作ることなど、事務手続きが増えることですが、昨今

の物価高騰を考えると、検討の余地があるのではないかと思っています。 
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ソフト老害 

 

「ソフト老害」という言葉をご存じでしょうか。 

元放送作家の鈴木おさむ氏が発信し、２０２４年の新語・流行語大賞にノミネ

ートされた言葉です。 

 

私のような中年世代に対して使われる言葉で、年長者と若者の間に立って、若

者の意見を汲み取っているつもりが、結果として老害のように見える状態のこ

と、だそうです。 

例えば、若者にアドバイスをするけれども、「昔からこうやっている」自分の

型は崩さない。新しいやり方やツールを否定はしないが、自分自身は使わず、

消極的にブレーキをかける、等々。要するに、若者に対して善意で接している

つもりだが、自分自身の価値観やスキルをアップデートしていないことから、

結果的に老害のように見えてしまう状態のことのようです。 

 

追い打ちをかけるようですが、若者に嫌われる「MJS」をご存じでしょうか。昔

話(M)、自慢話(J)、説教(S)だそうです。若者に勝っているものは経験ぐらいし

かないのに、これを話せないとなると、何を話したら良いのでしょうか。 

 

変化の激しい、中年世代にとって厳しい時代です。それでも、誰でも自分の話

をちゃんと聞いてもらうことは嬉しいはずです。まずは、今まで我々が先輩の

話を黙って聴いてきたように、若者の話をちゃんと聴くことから始めなければ

ならないのかもしれません。そうすれば、少しは自慢話も聞いてくれるかもし

れません。我々中年世代は、日本の中間管理職なのです。 

---------------------------------------------------------------------- 

【 訂 正 】 

先月の加藤会計通信で、食費負担の非課税枠の拡大について記載しました。そ

の中で、所得税の非課税の要件を満たせば、社会保険料の負担も無いように説

明しましたが、この点は社会保険労務士によって見解が分かれるようです。ご

利用の際には、顧問の社会保険労務士に確認することをお勧め致します。 
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頭痛 

 

実は頭痛持ちでして、若いころからしつこい痛みに悩まされております。父も

頭痛持ちで、手を頭に添えて、痛みに耐えている姿をよく見ました。聞くとこ

ろによると、叔父も頭痛持ちだそうです。加藤家の遺伝なのでしょうか。そし

て、今も頭痛に耐えながらこの文章を書いております。 

 

頭痛の原因はいろいろあるそうです。私の頭痛は、医師によると典型的な緊張

性頭痛だそうです。だいたい痛みは週末に起こります。一仕事終えてほっとし

た時に、遠くから聞こえる太鼓の音のように痛みがやってきます。痛みは右こ

めかみから始まり、前頭部に移動し、やがて左こめかみに移動してだんだんと

消えていきます。消えるまでにはだいたい二日間かかります。痛みと同時に吐

き気がおこるので、食事が十分にとれないこともあります。 

 

痛みのメカニズムは、緊張状態が緩んだ時に、脳の神経系統から痛みの原因と

なる物質が出てくるのだそうです。 

医師に相談したところ、対処法は三つある、とのことでした。一つは、仕事を

辞めること。仕事を辞めれば緊張状態がなくなるから。二つめは、土日も仕事

を続けること。休みがなくなれば神経が緩むことがなくなるから。三つ目は、

薬を飲むこと、だそうです…。 

 

今では、痛みが始まると、薬を飲むようにしております。お陰様で、薬を飲む

と痛みが和らぎます。もっと早く薬に頼れば良かったとは思いますが、薬なし

ではやっていけない体になってしまいました。 

 

頭痛の苦しさは頭痛持ちにしか分からないようです。同じ苦しみを持つ「頭痛

仲間」に出会うと、戦友のような仲間意識が生まれます。同じ症状を持ってい

ることが分かっただけで、痛みを分かち合ったような気持ちになるのです。 

どうか、頭痛の方に出会ったときには、たかが頭痛と思わないで、ちょっとだ

け優しくしてあげて下さい。それだけで、少し救われます。 
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怒ってはいけない 

 

ワールドカップが盛り上がっているようです。我が家でも、小学生の息子が深

夜に起き出して観戦しておりました。 

 

私も元は体育会系男子でした。中学から大学まで、バレーボールを続けており

ました。選手としては全く大成しませんでしたが、それなりに一生懸命練習し

ておりました。 

当時のバレーボールの世界では、今でいうところのパワハラ的な指導が一般的

で、怒鳴る、叩く、懲罰として動けなくなるまでレシーブさせる、などが普通

に行われておりました。当時は皆、それを当たり前のものとして受け止めてお

り、指導が厳しいチームほど強いチームであるとの認識がありました。 

 

「監督が怒ってはいけない大会」というバレーボールの大会があることを、先

日新聞で知りました。これはバレーボールの元日本代表である益子直美氏が進

めているもので、この大会では子どもを怒鳴った監督に、赤字で「✖」と記さ

れたマスクが手渡されるのだそうです。 

 

なぜ怒ってはいけないのか。それは、怒ると子どもが畏縮するからです。ミス

をすると怒られるから、チャレンジをしなくなる。ミスをしたときこそ原因を

みつけて成長するチャンスなのに、そこで怒ってしまえば子どもの成長は止ま

ってしまう。 

益子氏は、「怒る指導は手抜きの指導」と言います。しっかりと言葉で伝える

コミュニケーション能力が足りないから、怒鳴る、叩く、怒るという手段を取

らざるを得ない。とても厳しい言葉だと思います。 

 

私たちは家畜ではないのだから、威圧して従わせるのではなく、分かりやすい

言葉と情熱で、理解し共感してもらうことを目指すべきなのだと思います。ワ

ールドカップ日本代表の若者たちは、そのようにして育ってきた選手なのでは

ないでしょうか。 

 

令和 8年 7月 1日 

税理士法人加藤会計事務所 

   代表社員         


	newsletter_2026.pdf
	newsletter_2026.pdf
	newsletter_2026.pdf
	newsletter_2026.pdf
	newsletter_2026.pdf
	newsletter_2026.pdf
	事務所通信_2026-02-03

	事務所通信_2026-03-03

	事務所通信_2026-04-02

	事務所通信_2026-05-07.pdf

	事務所通信_2026-06-02

	事務所通信_2026-07-01 (1).pdf

